Studies on Lamellar Inorganic Compounds Intercalated with Organic and Organometallic Compounds by オクノ, ショウジ & 奥野, 昌二
Osaka University













学位記番号 第 1 184 7 τEコヨ
学位授与年月日 平成 7 年 3 月 23 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科応用化学専攻
学位論文名 Studies on Lamellar I norganic Compounds I ntercalated with Orｭ




教授足立吟也 教授池田 功 教授野村正勝









る還元部位である 5 価バナジウムイオン間の距離とともに ゲスト分子のフエロセニル核とアンモニウム基あるいは
二核のフェロセニル核問の距離の違いがゲスト分子の配向とフエロセニル核の電子状態を規定する重要な因子になっ
ていることを明らかにしている。




明らかにしているO また 4 ーシアノピリジニウムあるいはイソキノリニウムカチオン基がジルコニウムホスホネー
トに結合した層状構造を有する化合物を合成し，カチオンとその近傍に存在する臭化物イオンあるいはヨウ化物イオ
ンとの間の明確な電荷移動吸収帯を観測し層間化合物の特徴を示している。





























(5) これまでに例のない試みとして，スピンクロスオーバー現象を示す鉄 (II) および鉄 (m) 錯体をモンモリロナ
イト粘土層間に挿入し，温度変化のもとでのそれら錯体の磁化率を測定し，限られた居間空間における錯体の挙動
を調べた結果，これら錯体が溶液中あるいは結晶固体状態で、示すものとは大きく異なり，少なくとも 3 種の錯体成
分のスピンクロスオーバー現象を見出しているo これらの錯体種間の平衡を解析し熱力学的諸量を求めて層間の
特徴を明らかにしているo
以上のように本論文は，分子中に二つの酸化される部位を有するゲスト分子を巧みに用いて，層間化合物における
ホスト層間でのゲ‘スト分子の配向と電子状態を規定する要因を明らかにしており，また，いくつかのピリジニウム誘
導体力チオンの無機層間における光吸収と発光挙動における特徴を明らかにしている。さらに，これまで例を見ない
層関空間での金属錯体の特異な磁性を見出している。これらの結果は，無機層状物質をホストとする層間化合物に関
する研究の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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